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工事事故「０」を目指して

【令和6年9月13日工事事故発生】

ダンプトラックに掛けていた足場板が外れ作業員が転落！

ダンプトラックバンパー部へ
足場板を掛け、昇降していた。
・木製の足場板１枚
・固定していない

令和６年9月に(主)伊東修善寺線で発生した落石防止網工に伴う伐採作業中の工事事故です。

今後も事故事例や事務所独自の取組など情報を発信し、工事事故の防止を図っていきますの
で、よろしくお願い致します。

事故概要

2ｔダンプトラックのバンパー部へ木製の足場板を掛け、伐採した枝葉の積込みを
行っていた。2ｔダンプトラックから降りる際に足場板が外れ、50㎝程の高さから転落
し、右足首を骨折した。



①【安全対策】
足場板は鋼製のものを使用し、２つ並べて設置することで幅40ｃｍ以上を確保し、ダンプト

ラックに番線で固定する。

②【安全意識】

落石対策工の作業手順書に枝葉積込作業の手順を追加する。作成した作業手順書により
作業員へ安全な作業方法を教育する。

③【作業の監視】

現場代理人は、斜面作業だけでなく一連の作業が見える位置で監視を行う。安全衛生推
進者の講習を受講して、労働者の危険を防止する措置など安全衛生推進者としての職務を
再認識し、下請業者の危険な作業に対する指導力を向上させ、作業員の安全管理を徹底
させる。

④上記①②③により工事事故ハザードマップ、予想される事故対策リストを見直し、日々の
ＫＹ活動に活用する。

再発防止策

事故原因
①【安全対策】
２ｔダンプトラックのバンパー部へ足場板を掛けて枝葉の積込み作業を行っていたが、足場

板を固定していなかった。また、足場板は木製であったことから人が乗るとしなり、幅も狭く
積込み作業を行うには不安定な状態であった。

鋼製の足場板

幅40㎝以上

番線で固定

②【安全意識】
枝葉積込作業の手順書を作成していなかった。

③【作業の監視】
現場代理人は、主任技術者と安全衛生推進者を兼務していたが、斜面作業に気をとられる

あまり、下請業者の上記不安全な行動を見逃していた。労働者の危険な作業に対する指導
力が不十分であった。

足場板ではなく
踏み台を利用する方法もあります


